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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇資料「岬町まち・ひと・しごと創生総合戦略取組みについて」をご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○資料の２ページをご覧ください。
１．第2期岬町まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画の概要から4.令和3年度の地方創生の取組みについて順をおって説明させていただきます。

資料の3ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、第２期総合戦略の概要について説明させていただきます。 
 岬町まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間につきましては、令和２年度末に計画期間が満了し、新たな総合戦略を策定する必要があることから、国の第2期総合戦略や本計画の上位計画である第5次岬町総合計画と一体的に検討・策定し、進行管理を行うことで効率的、効果的な計画の推進を図ることができることから、令和3年度からの５か年の計画を策定いたしました。 
見直しの概要については、本年3月開催の第２回まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議で委員の皆様からご意見をいただき、ご承認をいただいた内容でございます。
後ほど、基本目標、 具体的な施策について説明させていただきます。
 
4ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○それでは、はじめに、令和２年度の地方創生の取組の、主な取組内容について御説明いたします。
○令和2年度は新型コロナウイルスの感染拡大により、イベントなどは中止を余儀なくされましたことから、実績については、例年より少なくなっております。

5ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、令和2年度に行った各種助成事業等の状況です。
住宅取得、結婚や出産、子育てに関する各種助成事業の実績をとりまとめておりますので、特徴的な点を中心に幾つかご説明させていただきます。
１．新築住宅助成につきましては、前年度に比べ増加傾向にありますが、２．中古住宅助成及び３．家賃助成につきましては、前年度に比べ減少傾向にあります。
５．出産祝金につきましては、前年度と比べ申請件数が増加しております。

６ページをごらんください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、令和2年度に行った各種助成事業等の状況です。
住宅取得、結婚や出産、子育てに関する各種助成事業の実績をとりまとめておりますので、特徴的な点を中心に幾つかご説明させていただきます。
１．新築住宅助成につきましては、前年度に比べ増加傾向にありますが、２．中古住宅助成及び３．家賃助成につきましては、前年度に比べ減少傾向にあります。
５．出産祝金につきましては、前年度と比べ申請件数が増加しております。

６ページをごらんください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、２つめは空き家を活用した取組です。
○本町では、南海多奈川駅前の空き家を借上げ、地域おこし協力隊（まちづくりエディター）の事務所として町内外の住民が集える交流拠点「まちづくり交流館」の整備を行いました。

○写真は、本町で飲食店の開業を目指す3組の方が、試験的な営業を行い、現在、カフェを開業しております。
 
７ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、地域おこし協力隊（まちづくりエディター）事業です。

○協力隊員として、町外から地域活性化に取り組む人材、２名が、町内の空家の利活用や移住支援、SNSを使った情報発信などに取り組んでいただいております。

○まちづくりエディター１名については、本年3月末をもって卒業され、深日地区でカフェを開業しました。写真のベトナムのサンドイッチであるバインミーや自家製ローストビーフを使用したランチなどの販売しております。

○令和３年度は、新たに1名の隊員を受け入れ、まちの魅力づくりと情報発信に努め、交流人口・関係人口の拡大を図ります。



８ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、創業支援事業です。

本町では、町内での雇用創出をめざし、平成２９年度に岬町創業支援事業計画を策定し、創業支援事業補助金事業や創業支援セミナー等を開催しています。

昨年度は、創業支援補助金を受け、移動販売やコーヒーの焙煎、釣り客をターゲットにした渡船などの3件が新たに創業いたしました。

また、岬町の強みを活かした新たなビジネスを創出したい方などを対象にビジネスプランコンテストを開催し、11件の応募がありました。一次審査ののち、4名の方にプレゼンしていただき、最優秀者賞1名、優秀者賞2名の方が受賞されました。今後も引き続き、創業支援の取組みを進め、町内での雇用創出に努めてまいりたいと考えております。


9ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○続いて、町の賑わいづくり事業になります。

○今年度は、新型コロナウイルスの関係で各種イベントが中止となる中、民間事業者により岬公園の駐車場を活用したドライブインシアターや岬町商工会青年部によるイルミネーションなどが開催されました。

10ページをご覧ください。


= .. \ .
E/REREF© R A ALY —) X LEFERLEELIYEE

O CRBFEICFTBIEER T UL TKIREZDE | LEEY D)L - W—UXLASBE ]| Z2a18BXE U T, HF2IC
NERKOMEBESBEOREZZT. THEET A D)LY —UXLEFRBUILEHIDEBE] 2RI LIS,

O KRS MFLVWARDSEHEENADRE] 230 T RS, REEMNRBMESZTERD ADRNZ B DI
TOBYOEEBICEITDCEZERFELE U TCIMAEEDDIED,

O /TREBINAEBMIBTIE, BE@ENEEHURSMMEER L CNDSTEND, Y1 D UYTARY MORERZDE
fEZBL. BEREONERERE - PRIDCEICK > TMBBAMABHDELITZH S/,

@S 0iE COECEEZIRET DICH. RBENMAEBMES CEE URIBEZK D/ VY7 —DERED, IABRDE
sk CBEUCRRNETSVEERRBL, HEEROEOERC LETORE,

O IO T DREICKLDGEIERDBDOZEDEHIEICKID., EYEHA FOREHRMED THDIZEN'DS.,
SNSIC X DIBEHFABHRIE CINIRGH COFRRERE LT OICHBR. 2BDFRNA UL, HRISNARICIE, 5
BEEEN ZIBE. B0 FEARBESEEMR UL,

OCHSFEICRNTIE, BFFEENSDNZAYP =0T 1DV TARY ~OBREICIA. #hBEMDEY FTSVER
FeaRHInd %, BRSEECBRIEERIEZND., SRZHELTD.

FE2FEEHDEER (KP 1) =<hiyj BiEE (R4) R4
OFEL - SIERETOT S LANBEHR A 120 170
QFBEL - SMIERTOT S MERE i 3 3
QENT 1 FBIRE A 10 2
@A D)V IREANRY FENIER A 100 110



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、令和2年度の地方創生の取組みに関する成果実績について御説明いたします。

11ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、基本目標１　新しい人の流れをつくる、の成果実績です。

数値目標の社会増減数につきましては、前年度の△８６人から△９０人になるなど社会減が小幅に増加しています。

また、１）移住・定住の支援の若年層の転出超過数につきましても、前年度の△１００人から△９３人へと高止まりしており、厳しい状況となっております。

詳しくは、人口動態の中で説明させていただきますが、この要因といたしましては、やはり若年層の転出超過の影響が大きいのではないかと考えられます。

１２ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、基本目標２　少子化を克服し、まちの次代を担う人材を育成する、でございます。
数値目標である合計特殊出生率については、1.14と全国平均の1.36を大きく下回っており、少子化に歯止めがかかていない状況です。

１）結婚・出産・子育ての支援のうち、婚姻率については人口動態総覧の数値を基に算出しており、令和元年度の婚姻率は、3.2パーミルと前年とほぼ同数で27年度、28年度に比べ低下しており、厳しい状況が続いています。
妊娠届が満１１週までに提出される割合については、前年に比べ低い値となっておりますが、妊婦自身の体調の問題により、１２週目以降に届出される方があったことがその要因となっております。
また、２９年度からスタートしたファミリーサポートセンター登録者数については、援助したい方の数及び利用者数も一定数の方に利用されています。
子育て支援センター利用者数につきましては、前年に比べ減少しております。
これは、保育の無償化の影響や新型コロナウイルス感染症の影響により中止になった講座があったためと考えられます。
教育の分野においては、全国学力・学習状況調査については、2年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。
本町においては、婚姻率の低下や出生率の低さが課題となっておりますので、こういった点を踏まえ、結婚・出産・子育ての切れ目のない支援の内容を再度検証し、少子化の克服や次代を担う人材育成に取組んでまいります。
13ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に基本目標３　安定的な雇用を創出する、でございます。
数値目標である町の取り組みによる雇用創出数につきましては、多目的公園への企業誘致の取組みにより、元年度は27年度からの累積数で、パートも含めた人数となりますが、106人となっています。
２）道の駅への出荷軒数については、令和元年度から増え、141事業者に登録をいただいております。

次に３）雇用対策の推進ですが、地域就労支援事業による就職件数は、2年度は183件となっており、前年度から21件増えております。シルバー人材センター登録者数につきましては、170人と元年度から少し減りましたが、高齢化が進展する本町において高齢者の雇用の場を確保するシルバー人材センターの役割が高いといえます。

しごと作りは地方創生の大きなテーマの一つでありますので、引き続き、町内での雇用創出に向けた取組みを進めてまいります。

14ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本目標４　安全・安心な暮らしを守る、でございます。

ここでは生活インフラの確保や安全・安心な暮らしの確保に取組んでいます。
１）生活インフラの確保では、コミュニティバスの利用者は、令和2年度は元年度より減少しています。2年度は、新型コロナウイルスの影響が要因であると考えられます。

また、２）安全・安心な暮らしの確保では、自主防災組織数が増加し、犯罪発生件数が減少しています。

15ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３）誰もが健康で暮らしやすいまちづくりの推進では、いきいきパークみさきの利用者数や健康ふれあいセンターの利用者数は減少しております。こちらもコロナの影響で外出自粛や施設の休館などが影響していると考えております。次に自治区の加入率ですが、令和2年度は元年度に比べ、若干ではございますが、改善しております。
以上が成果実績となります。


16ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、本町の人口動態について御説明いたします。
人口動態の状況を総合戦略の取組みを開始する前と取組後の状況を比較しております。

なお、人口動態については、年度ではなく年での集計となっております。

17ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、自然動態の状況です。
年別の推移を見ると、出生数は28年から減少傾向にありましたが、令和2年は54人と大きく改善しております。
また、減少傾向にあった死亡数も29年から増加傾向にあり、令和2年も高い数値で推移しております。出生数が増えたことから、右上のグラフのとおり、自然減が改善しております。
また、婚姻数は令和2年は大きく減少しております。

18ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に社会動態の状況です。
転入数は、30年以降は減少傾向でありましたが、令和2年は大幅に増加しております。

転出数につきましては、元年に大幅に減少しましたが、令和2年は増加となりました。右上の社会増減の推移ですが、令和２年については、転入数は増加しましたが、転出数も増加したことから、元年よりは、少し悪化しております。

19ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に年齢階層別動態の状況です。
こちらにつきましては、２ページにわたって記載しております。
それでは20ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

右上の令和2年の表をご覧ください。令和2年も若年層の転出超過が続いており、特に20～24歳までの転出超過が目立ちます。しかしながら、25歳～29歳までは改善しており、19歳以下も転入超過に改善しております。

このような状況を踏まえ、子育て世帯を対象とした各種助成事業を継続するとともに、進学、就職、結婚を理由に転出される方が多い２０歳代前半の転出を抑制するため、引き続き対策を講じていく必要があります。

地方創生の目標である人口減少に歯止めをかけるという点においては、総合戦略の取組みは、一定の成果を見せているところでありますが、人口減少に歯止めをかけるところまでには至っておりません。

人口減少の課題である若年層の転出超過は更に進んでおり、団塊の世代の高齢化の進展に伴い、自然増減の推移は減少傾向に進むと考えられることから、今後も人口減少が進むことが想定されており、引き続き、人口減少に歯止めをかける対策を講じていく必要があると考えております。
令和２年度の地方創生の取組みの説明は以上でございます。

続きまして21ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、第2期総合戦略の方向性を示しております。
岬町の課題についきましては、先ほど説明しました、自然減の抑制、社会減の抑制を図るため長期的かつ総合的な観点で、継続して取組をすすめていく必要がございます。

22ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
方向性については、第１期岬町総合戦略の基本目標の趣旨や施策を引き継ぐこととし、４つの基本目標及び横断的な目標を掲げ、推進してまいります。

23ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、令和3年度の地方創生の取組みについて御説明いたします。

令和2年度の事業の取組み、成果も踏まえ、令和3年度に新たに取り組む事業を資料として取りまとめておりますので、その内容をご説明させていただきます。

24ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本目標１　新しい人の流れをつくり、定住と交流を促進する、では、各種補助金やお試し移住など移住・定住に向けた支援を継続・拡充するとともに、テレワークの推進を図ります。また、関係人口の創出・拡大事業として、岡山県岬町との連携・交流、企業版ふるさと納税の活用、地域おこし協力隊と連携し、関係人口の創出・拡大に取り組みます。

25ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
観光の振興では、広域サイクルツーリズム事業として、引き続き深日港～洲本航路間の航路運航を実施するとともに、DMOの活用、葛城修験道の整備・活用、新たなみさき公園の整備など、本町への人の流れの創出に向けた取組を進めます。

タウンプロモーションの分野では、大学等と連携したタウンプロモーションに取組み、地域おこし協力隊による情報発信に努めることとしております。

26ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本目標２　結婚・出産・子育て・教育の希望をかなえるでは、結婚希望の実現のため、結婚新生活のスタートアップに係るコストを支援します。また、不妊・不育治療、出産祝い金助成事業の拡充を図るとともに、子育て支援では、子どもの医療費助成事業の実施、幼稚園、保育所の給食無償化、などに取り組みます。

また、次代を担う人材の育成として、学習環境の充実を図るとともに長寿命化計画を推進していきます。


27ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本目標３　経済を活性化し、安定的な雇用を創出するでは、引き続き、岬町商工会さんや金融機関の皆様と連携しながら、創業支援やビジネスプランコンテストの開催など地域産業の創出に向けた取組みを進めるとともに、森林環境譲与税の活用を図ります。

また、地域産品を活用した特産品開発の支援をするとともに、雇用対策の推進では、職業訓練やリカレント教育を推進します。。

これら雇用創出を中心としたしごと作りの取組みを推進することで、若年層の流出の緩和につなげていきたいと考えております。

28ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基本目標４　安全・安心な暮らしができる魅力的なまちをつくるでは、生活インフラの確保では、（仮称）池谷向出連絡線などの幹線道路網の整備を図るとともに安全・安心な暮らしの確保では、岬町国土強靭化地域計画を推進してまいります。

　また、誰もが健康で暮らしやすいまちづくりを進めるため、在宅医療などの健康・福祉の推進を図るとともに、関西電力から移管された岬町スポーツ広場の活用を図り、町民のスポーツの推進と健康及び体力向上を促進します。　

広域連携の推進では、岡山県美崎町との連携・交流や企業・大学との連携を図ります。令和３年度は、これら事業に取組むことにより、地方創生を推進してまいりたいと考えております。

29ページをご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、横断的な目標となり、幅広い連携の推進、新しい時代の動きの活用となります。基本目標（１～４）の実現に向けて、関連施策・事業を推進するにあたり、岬町単独で取り組むのではなく、町内外の企業の人材・資金や国・府の施策・事業の活用、新技術の積極的な導入などにより、円滑で効果的な事業の推進を図ります。
　また、SDGsの視点から地域ぐるみの取組を推進します。

以上が、総合戦略の取組となります。
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